























































































































































































































































































































































































　アルド・レオポルド（Aldo Leopold）は，彼のSand Country Almanac（『砂の国の暦』邦題
『野性の歌が聞こえる』）の中で，人類が奴隷制を過去の制度として克服し，奴隷が所有物という
身分から解放したように，生態系を解放しようと訴えた。人間は，生態系という「共生」のシス
テムを形作っているこの自然界の一部を切り取って「私的所有物」にしてしまっている。自然が
生態系というシステムを形成しているのであるならば，たとえその一部でも自由に処理すること
はできないだろう。確かに，自然の一部の変形や破壊が全体に及ぼす影響があるというだけでは
なく，その影響力の全体への波及が予期できないのなら，生態系を所有物のように考えて，何で
も自由にできる，というわけにはいかないのだ。
　人間も「生態系」の一部を成すわけだから，そうした一部分として人間が行なうどのような行
為でも，「生態系」に影響を与えないわけにはいかない。環境問題における生態学的相互依存に
ついて考えを巡らせると，身体性に基礎を置く個人主義的自由主義がその成立根拠を失うことに
なるのである。このように，環境倫理学の投げかける問いは，自由主義の縮小した形態である，
「リバタリアニズム（自由至上主義）」の考え方，―それは「新自由主義」が浸透している資本主
義にも親和的である―に，その根幹を震撼させるような否を突き付けているのである。
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